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富山縣及石川縣の地質學的研究（其の2）
　　　　　　　金澤・石動・幅光地域
市原　賛，石尾 元，森†　晶，中川衷三，津田米粒器
　　　　　　　　1．まえがき
　地學第1號に・池遇展生が・富山・石川面縣の廣いは
んいにわたった大まとめの報告をしたが，こまかいこと
にわ十分にふれていなかったb　l）1947～1948両年の夏・
南部をうけもった筆者らわ・第1報を補足する・目的で，
ここにクリカラー石動線以南について，今まで，知られ
たことからを，記すつもりである。
　　繁者らの責任はんいわ
　　クリカラー北カソダ　市原
　　東カンター南カyダ中川，石尾
　　モリモトーハナゾノ　森下
　　カナザ’ワ・トカシーアサカワ・サイカワ中川，津田
　　化石同定森下（ウニ・），津田，石尾（貝），
　　　　　　三木茂（植物）
　以上のような分け酌で，うけ屯ち，それぞれの資料を
池遇を中心として，討議，綜合したものである。しかし
調査にあたってわ，充分に有機的な團鎧研究をなすこと
わできなかった。これわ各々がそのような研究方法を十
分理解していなかったこと，人蟹，費用が調査はんいの
慶さに甥して，均こうがとれておらずi調査の方法にお
いて，従來の慣習になじみす一ぎていた止めど言いえよう。
調査した時期から本報告まで，すでに工年験だっている。
その間に，筆者たちの地質學に封する考え方，それの基
そをなす世界観は・非常に璽り・その信1この報告自膿
に多くの疑問を・湧かせてわいるが・一つのぐぎりをつ
けるため，又いままで見すごされ，式わ誤って認識され
ていた事がらが，少しでも，より正しい方向にむかって
あらためられるようにとの気持で，ここに記す弐第であ
る。第一號で池遇がのべた，部麿，累暦，層群等の定義
＊ABC順　この報告わ郷土地學を學ぶ方々えの實際の
手引きのつも切で筆をとつであるから専門家わ適當に
とばして謹んで頂きたい。
この報告わ主として標題の地域の部暦の記載的説明に
ヨ…カをそそいである。
工）池滋属島1949，蔚山縣西部及石川縣東部の第…
　繕風地學，第1號
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式わ不整合，整合にかんする認識方法わそのま上この報
告にもあてはまる。
　　　　　　　2．各部層のぜつめい
　今，層序をわかりよくするためにわ，このはんいでわ
三つの断面を考えるのがよい。さらに1これらの闘面を
賢さいに歩きながら讃着諸氏と，作ってゆけば，更によ
かろう。5高分の工・石動・城端1下染・金澤・鶴木を
用意していた史こう。
　まず話を南の繭光地域から始めよう。臓光から1金澤
ゆぎのバスに乗り，高窪までゆく途中わ露出がよろしい。
最初に荻白，式わ青織色の泥暦が見られる。トンネルの
少し手前でわ，それが黒鶴色の砂岩と互暦しつム，建に
砂岩に璽り，やがて黒色の暦が著しい層理をなして入っ
ているのが見られる。トンネルをぬけ，しばらくすると，
この砂岩わ，茨青色塊状の泥岩に突然かわる。その境に
わ小さな穣が入ってい乱この泥岩にわ1二…度ノジュ
ール（團塊）が暦版に入っているのを見る。又その間に
塊状の暦としてわ珍らしく，薄い暦が美しく重なった部
分があることを見る。やがて，30cm位の白い優が二枕
草窓に出てくる。上のわ，繕具でぼかしたようである。
しぱらくこの二枚の暦わ，道の力一ブ，登り降りにつれ
て・見えかくれして緩いている。バスわ高窪に着く。一調
査わここから始めよ㌦高窪部落を北にとり・始めの西
向き・の谷に入る。最初・荻青色の泥岩があって，第1間
のよ・うな断面がみられる（1㌧次に約8mの同じような
泥岩をへだてて3m位の白色の軽石屠がある（2）。谷わ
　　　泥岩・　　三つに分れているが・北陶
’o｝工町省色寂硝　きの谷に入る。やがて（2）
／勿・舳泥岩　　　　　　の上に醒約3cm以下の，
州亜色直鵬泥の角礫をもった鰐（1m
〃帆軸砂硬循　　　　　位）がある（3）。この角礫わ
μ同西臼色・鯨岩　　　　　　　　　　　　下の泥岩と同じ岩質であるノ舳梱粒鞠層　　　　　　　　　　　　のに気付くだろう。との礫
知帆遍　　　岩の上わ秒の履で脇更
　　　…尼岩　　　　　　　に疑え進むと叉別の軽石厨
　　　第　1　圖　　　　が出てくるが，厚さわ約2
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mある（4Lその上わ前の砂の暦である（5㌧これだけ
のことを観察して，高窪まで引きかえし・バスの停留所
の少し南，曲り角の崖に出ている茨青色泥岩申の二本の
白い暦を観察しよう。下のが50cm，上のが30omあ
る凝荻岩で（6），上のわ泥がま1じっている。両者の間が
くわ1mある。パスの中でみて來たのと同じようであ
り，よく続きそうだと感じられる。更に道を引きかえし
湯谷えゆくわかれ道に出るが，そちらにわゆかず，登り
道をとる。暦わ北に傾いていて，弐第に下の暦がみられ
る。大きなノジュールが暦をなしている。岩質わ今まで
見てきた漉岩とかナ）らない。道わ曲りつつのばつてゆ㍍
まもなく・黒縄色の粗粒砂岩が出てくる（テ㌧ト1／ネル附
近のと同じようである。注意すると貝の化石が入ってい
る。〃伽。脾｛8目p．をみとめる。更に歩を進める。傭暦
が著しし一㌦亜族を掘ったあともある。やがて灰白色の泥
岩との互層があって・泥岩に鍵ってしまう（8）。この泥
岩わ新鮮なものわ青織色でもある。道の眞上に御峰部落
が望見される。それより道わ脇文部藩え進むが1岩質わ
饗らたい。この部落を過ぎて道わ大き一く南に曲る。しば
らくすると，切り割りがある。この切り割りわ，凝茨質
の砂岩泥岩，凝茨岩，軽石の互層で，割り合いに硬い（9）。
向い側の谷の斜面にも・この互暦がはつぎりみられる。
小叉部落に入って，道を三軒茶屋にとる，所一々で，眞白
な凝茨岩，軽石暦が出ている。三軒茶屋を過ぎ・商え進
み，石川縣に入る。道わ砂子坂に1爵じている。や土急な
下り板となる所，凝茨頁岩石の中に，暦茨岩の礫が入っ
ており，教科書に出ているような不整合の現象がある
（1O）。とゆうのわ，下にわ暦茨岩と，黒い粗粒の砂岩と
の互暦があり（11），その最上部の厨次号には浸蝕面らし
いものがあるからだ。さて砂岩の申にわ，貝や筒状の海
綿のサガリーテスが多く，注意してみるとオパキュリー
ナとゆう犬彫の有孔虫が存在する。一度見つかれば面白
いように，探り出せる。坂わ更に下る，黒色の礫をもつ
かと思えば，火山津（昌。o由）が入っていたり，式わ黒
色の焦げたような凝荻質泥岩が互層をなし，さながら成
層火山の鐵面を見る思いかす孔森本川に出て・その川
上である奥新保の谷をのぼると，川中の礫わ全て青織色
め凝茨岩や，石英組面岩等であり，川岸の崖にも青繍色
の角礫凝茨岩等がみられる｛12㌧これで観察を終り1今
まで見た岩を，上から順に並べて，表をつくってみる。
　（1）柔い砂
　（2）軽石　下わ砂
　（3）泥岩を礫とする礫岩　不整合現象
　（4）趣石
第　2　號
ニニニ誤1一一…
（7）
（8｝
（9）
（10）
（11）
（12）
黒褐色の粗粒砂岩　鰯暦，亜族あり
茨白色泥岩（新鮮なものわ青織色）
凝茨質・砂岩・泥岩，凝茨岩，軽石の互暦，硬
くて繍巨あり
教科書で見るような不整合現象
暦灰岩と黒色の粗粒砂岩及凝荻質泥岩
石英粗面岩及凝茨岩，角礫凝茨岩
　しかしこれでわ充分でわない。露頭のない爲ぬけてい
るものがあるかも知れないし，化石も充分に探す必要が
ある。現に。バスで來た時の灰青色塊状泥岩の申に，一部・
美しい暦をなしたの汎トの表にわない。一懸上のような
暦刎順番を頭において・暦の横上下えの麗がりを追跡す
る。もち論走向傾斜をも注意しながら，追いかけてゆく。
そうすると，（6）の暦わ，豫想通り相鴬連ぞくしており，
文先に氣になっていた美しい薄暦のある暦わ，下部が，
軽石暦で約2m位あり，その上わ，軽石と凝茨岩の互
暦で1．5m位の厚さを持ち，凝茨岩わ薄い暦が重なって
よく続くことが知られる・そして（6）と（7）との間に，
この凝灰岩が來ることも，はっきりする。叉（5），（7），
（8）・（11）にわ，非常に化石が多いことも分ってくる。
更に（5）の．ヒにわ礫醜畷達して，時に泥岩，亜族を來
んでいることも分乱このようにしながら・池遇のゆう
部暦の膓念を入れ，叉地質構造をも考えながらその分布
圖を作ってゆ㍍これで人母一奥新保の断面を終る。
　西部に移り，淺野川の流域の籔面を考える。金澤市の
　　　　　　　　　　　　I，チ手コサ欝大前より三口新を通り，士清水に來る。道が下ると共
に，段．圧の礫が下の粘土質の砂の．ヒにのっているのが見
られる（13）。更に下って，淺野川を渡り，川に沿って北
えゆくと，化石が非常に多い青緑色の中粒の砂，式わ細
粒の砂の暦がある（i4）。暦わ地ご傾いている。再び道を
かえして銚子口をへて袋部藩の南端に出ると　川が澄に
非常に接涯している所にいい露頭がある。その龍わ茨青
色凝灰質の泥岩で，化石わ金く見當らない（15）。前の砂
よりわ下位である。更に南行すると，両岸が川及道にせ
まっている所に來孔黄鶴色の粗粒砂岩があり，・スコリ
アを多く含み，僻暦がや』襲達している（16）。この厨
の下部わ・非常に軽石が多い粗粒砂岩で時に泥岩を來ん
でいるのが，道を進むにつれて分って來る。下荒屋に入
ると凝茨質の泥岩がべったりと出て，時に硬い頁岩を來
んでいる（17㌧朝ケ屋部落をこえて・道路わ東西になる
が，その途中自亀の凝茨岩が出て礁る（18）。やがてその
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下部わ鯉石が多く・たり，不蝿則な面をへだてて下に，泥
質の凝灰岩があり，．ヒの燈の基部にわ，安山岩質のスコ
リブが入っている。］見一教科書的な不整合現象がみられ
る。下の泥質凝灰皆わやがて，角礫を持つだ凝荻岩とな
り，その．止に泥岩が傾斜不整合にのっている（19）。角礫
お・石英粗面岩，ピッチストー1／等であることがわかる。
猶市額部落の少し手前に水門がある。磧に下りて，よく
みると（11）と全く同様な岩相で（20）・風オパキユリー
ナ毛あり，父ウニの一衝アストリクリピウス，石灰藻，
その池多くの貝がついているのが目立つ。東市瀬部藩を
西北の丘にみつ』，北袋にλるが，それまでに同じ岩が
つずいている。しかし川床わすでに1．下の暦（凝茨旨・
凝茨角礒岩）が出ている（21）挑これわ北袋をすぎると
道路．トにもあらわれる。以上の観察から弐の翻面が認め
られる。
　段　丘
（且鋤
（14）
（15）
（16）
（17）
（工8）
（ユ9）
｛20）
（21）
粘土質の砂
化石の多い砂
凝茨質泥岩
黄褐亀粗粒砂岩，下にゆくほど軽石多くなる。
凝茨質泥岩
白色凝茨岩
一見不整合のような現象
褐岩の（11）と何様な岩石
凝茨岩，角確凝茨岩
　この断面をもとにして，前のように調査をす』めると，
（18）の傾斜不整合にのる泥岩わ（13）の一部であり，此
の暦にわ磁衝もあり，泥岩わ蟹理がよく襲蓬しているこ
とが分る。更に段丘が五段もあることが分って來る。叉
戸室山附近の調査により，戸室山，キゴ山わ閃霊安山岩
の火山で，大騒2001nの標高線に沿い，その凝荻岩，角
磁凝茨岩が分布していること，段丘わ殆んどとの岩質の
録を含んでいることも分って來る。
　北のクリカラ方面え移ろう。この地域にわ，池趨が地
學第1鋪でのべたように，闘麿榴があって，構＝撞か複雑
である。北陸線オリカラ嬢を下車すると丁北の麓（22）及
び関へ下って1光源寺の鞍（22）わ曙茨色め凝茨質泥岩で
あり，軽石質の凝灰岩をはさ一む。贋わ酉えかたむいて，
東えゆくに従い次第に下の厨が出て乗る。しばらく局し
暦をみて，坂戸でわ粗粒鯉石質の凝次号がみられる（24），
・直ぐ下わ安山岩質砂岩である。九折一河内の川底にわ
更に下の織色凝次号・凝灰質砂岩，凝次質泥岩の瓦暦が
ある（蛎）o新道に出ると，帽荻色泥岩が出ている（野）o
天田の約i　km東に軽石のある安山岩質砂岩がある。
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ジユール，繕織石，炭質物の多いのが目につく。化石も
醐る（28）。暦わ東えかたむいていて，次第に上があらわ
れる。やがて灰青色の凝茨質泥岩が出る（29）。安築寺
近くになると，暦わ直立する・。茨に白色細粒の凝茨岩が
あり，その上に1先の泥岩と花樹質砂岩との互暦が見ら
れ（30），それが全く花嵐質砂岩に墜ってしまう（31）。突
然軽石の暦になる（32）。とれより青衣色の細粒砂岩が出
て化石を多く持つ（33）。この暦の．ヒに，1～2mの藤を
下にして1秒，粘土の互層が出る（34L上下の暦共に急
斜している。以．止：の観察を綜合すると
　（3壬）砂，粘土の互履
　（33）化石の多い青荻色の細粒砂岩
　（32）鯉石
　（31）花嵩質砂岩
　（30）（31）と（29）との互暦下に白色凝茨岩
　（29）灰青色の凝荻質泥岩
　（28）軽石のある安山岩質砂岩
　（27）闘係不明
　（22），（23）暗荻色凝灰質泥岩
　（24）粗粒の軽石質の凝茨岩　直ぐ下わ安山岩質砂岩
　　　　があり，更に下わ再び泥岩
　（25）織色凝灰岩，一凝灰質砂岩及泥岩等の亙麿
　このようになるが，（2ア）をどこに入れるか分らないの
と，（28）と（23）との關係が不明である。そこで水平，上
下両方向に追跡してゆくと，（27）わ（25）の下にあり，且
西にゆくに從い砂岩，泥岩の互暦に漸移すること・及（23）
わ直接（28）の下にあることがわかる。
　以上で三つの断面を認めたのであるが，各の餓面わ，
この地域を埋めてしまう調査で・．共通の暦を持つことが
分って來る。印ち（3）（4）をもつ（5）と（13）と，（33）お
もつ（32）・が連なり，（1）（2）（6）をもつ泥岩と（15）と（29）
とが道なり，（11）と（20）とが連なり，（12）と（2ユ〕とが連
なる。叉，（5）おおう砥岩と134）とわ同一のものである。
ここで，各部暦の模式地及命名をする。この場合通なる
ものわ・同一暦名にしてその代表的な露出地をその模式
地とする。そこで次のようになる。
　人母員新保騎面
i，
ii，
帆
（5）をおおう腺衝・・・…恭自生（ハニウ）互暦（4、里芋山．
の春日出厨）……
　模式地　富山縣憶全村楢生
（3），（4）を含む（5）・・・…大桑（オンマ）砂層
　模式地　金澤市大秦
（且），（2），（6〕一を含む泥岩…■・・高窪泥岩
　模式地　富山縣南カンダ村高窪
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　（小野山の命名した竹の橋腐であるが，．竹の橋にわこ
　の暦が出ていないから改める。）
iv，　（7）……藏原砂岩
　　　　模式地　富山縣南カンダ村藏原
　（小野山の命名による）
V，　（8）……御峰泥岩
　　　　駿式勉　當山縣繭カーンダ村御峰
　（小野山の湯の谷暦の上半部）
vi，　（10）を含んだ（9）…土山凝灰質暦
　　　　模式地　富山縣蘭カンダ村脇叉一小文間の切
　　　　　り’割り
　（小野山の石黒蟹の一部）
Vii，（11〕・・…・砂子板暦茨岩
　　　　　模式地　石川縣浅川村砂子坂
viii，（12）……騒王山火山岩層
　　　　模式地　石川縣浅川村欝王山鳶岩
凄野川騎面
I，段丘
皿，戸室火山岩暦
　　　　模式地　石川縣浅川村戸聖山南麓
1皿・　（13）……卯原山暦
　　　　霞式地　金澤市卯辰山北麓茅山
　く小野山の卯辰山暦春日出暦を含める）
w，　（14）……大秦砂層　前出．
V，　（15）・・’∴・高窪泥岩前出
W，　（15）・；一荒屋凝茨岩
　　　　模式地　石川縣浅川を下荒屋の酉
“　（17）……朝ケ屋泥岩
　　　　模式地　石川縣浅川村朝ケ屋の東
　　　　　　　　　　　　ナナτ　リ㎜・　（19）お含めて（18）……七曲凝荻岩
　　　　模式弛香川縣浅川村東市瀕の手前
1X，　　（20）・・・…　石少子埋重層灰岩　　前｛出
X，　（21｝・・…・欝王山火山岩　前出
クリカラ　后動凹面
イ，　（3壬）・・・…植生互層　前出
口，　（32〕を含’めた（33）……犬桑砂層前田
ハ，（31）……砂山砂層
　　　　模式弛　富山縣菊谷村役場順
二・　（30）の中の凝茨岩……クリカラ凝灰岩
　　　　模式地富山縣クリカラ村クリカラ
ホ，　（30），（31）を含めた（29）……高窪泥岩　前出
　　　　　　シ｛一一片茄へ，　（酬……下中砂岩
　　　　模式地　富山縣クリカラ村下中
　　（小野山の下中暦の．ト部う
ト，
チ，
リ，
ヌ，
署號
（22），（23），（24〕……吉倉泥岩
　模式1地　冨山縣笹谷村吉倉
　　　　　　　キ　ヤ（24）の凝次号・・・…義屋凝荻岩
　模式勉　冨山縣笹谷村義渥越め峠
（孕）……岩屋麓織色凝荻岩
　模式地　當山縣南谷村岩屋瀧西i　km
　　　＋ンゴ吾｛27）・・…千石泥岩
　模式馳　當山縣南谷村千石
　簡，淺野川断面に比し，高窪一翼新保，クリカラー石
動翻面でわ段丘わ複雑でないので，わざわざ麟面にわの
せなかった。
　弐に各層の分析と分布をのべよ㌦　（高窪奥新保断面
のものからはじめるが共通のものわ一織こする）
　I’段丘　　東部の欝王山東麓にわ相鴬な高さにまで
存在しているが，大鎧西トナミ丘陵の周縁に連額して存
在する。西部の淺野川犀川流域にわ，段丘の襲達わ著し
く，詳しくわけると五段になる。最高位のものわ標高250
mにも達する。殆んど礫で様の岩質わ，戸室の閃霊安山
岩（覗以北）花嵩岩，古期岩等が入っている。下の卯原
山暦の藤にわ，閃霊安山岩わ入っていないので，国別さ
れる。淺野川，犀川流域にそう段丘の分布及その標高を
第2・3圖に示した。
　第2・3間（改頁）の翫明
　とれらめ圖によると，明らかたように，雄一茨の段丘
わ両川の中間にある。これわ，両川が當時わ分才していた
かったことを推完させる。第二玖段丘わ，淺野川流域に
わ削㍉叉第三次段丘，第四次段丘わ犀川2）南都にわ殆
んど削・。とのことよ頂，爾流域に於ける侵蝕時期と堆
積時期が異たるのでわないかと思われる。勘ち第二次段
丘生成時期にわ淺野川流域わ・はげしい侵蝕か行わ才し・
第三夫第四次駿丘生成時期にわ，淺野川流域でわ堆積が
進み，犀川流域では南部がはげしい侵蝕が行われたと考
えら才しる。この原因わ流域む岩質によるものカ㍉地殻運
動によるものか，こ牝らの複合がわ，其のどのようた原
因がわ今の段階でわ決定出來ない。
　i，極生互層　　厚さ。：130～エ801刊
岩相：1～21n位の基底礫をもつ磁，砂，粘土の互層で，
　厚い亜族をもつ。下部わ成暦しているが・上部わ不規
　則である。西トナミ牛野に面する丘陵の周邊にのみあ
　る。
イビ石：λ一肌伽8目p．，　λ‘e㍗日p。，　珊g’州昌p一，　Q砒εro冊岳目p．，
　淡水貝。
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富山縣及石川縣の地質學的研究（其の2）金澤・石動・稲光地域
　ii，IV，口，夫桑砂層　厚さ：50～200m
岩相及分布：細粒～粗粒の砂で，風化すれば柔い。時に
　わ泥岩屯あり・大鎧下部より上部にゆくに從い粒があ
　らくなり，鑑にわ藤をまじえる。新鮮なものわ青織色
　であるが・風化すると荻白色になる。鯉石腐を下部に
（第
もつがこれを今までわ第三軽石糟と云っていた。場
所によってわ・この趣石鵠がなくなって，泥岩の申に
散らばって存在する。然しクリカラでわ20mの厚さ
に達する。又東カンダ村人母附近や三谷村南部でわ，
更に一枚の鯉石暦カ㍉擬灰岩暦をもつ。時に樋物質の
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地　　　學
　蟻があるが，淺川村田島，木目谷でわ厚い亜族の暦を
　もっている。犬桑砂層わ全地域にわたって虞く分布し
　ている狐南部田島でわ，下の暦をオーハーラーツプし
　ている。
化石：いわゆる0mma－Mang舳jian　f㎜n乱」の化石が
　非常にたくさん出るが，小野山の詳しい報告もある。
　堆積状況わ化石床型であるが，全膿として下部にわ，
　〃αぬrαα㎜4舳エα，乃舳泓以枷。舳ね，〃α肌fo幼。一
　舳城中部にわ”〃〃e〃α舳舳m燗4＄及ze1伽一
　一舳s応が多い。ウニにわαψ舳’〃伽伽舳，ルん｛一
　舳㈹励励棚物伽岨醐看s等がある。
　iii，v，未高窪泥岩　　厚さ140～2則m
岩相及分布：凝灰質泥岩で・時に細粒砂岩1式わ礫をま
　じえる。茨青色叉わ青織色で，黄色い務をふく。風化
　面で刷毛で剛いたようなあとがよくみられる。ノジユ
　ールが数暦あり・割合に腰に蟹く。時に植物の破片を
　含む。凝茨岩が四枚あり1これらによって1上申下に
　分ける。今人母一小刻醐面でこの暦を注意してみる。
　1品min乱ted　t紬わ著しい薄厨の凝灰岩と軽石の腐で
　あ糺東わ西野尻村一東石黒村人禽地一丘陵東線まで
　酉わ淺川村二俣まで追跡でき一孔　two－hnea　t拙わ
　例の二本の凝灰岩で1束わ前滋入禽勉まで，西わ脇原
　の澤の中まで追跡できる。但し三谷村古屋谷・宮野・
　正部谷でわ下の凝次号が厚い。第r第二軽石暦わ小
　野山の所謂軽石幣の大部分である。厚さわ場所により
　異り，第二軽石暦わ時にわ1O～15mとなること略あ
　る。北の方クリカラでわ，麟腐によって切られてしま．
　う。淺野川麟面でわ・凝茨岩を全然もたず・泥岩の厚
　さも40mにすぎない。クリカラ騒面でわ厚さ225■1
　に達する。クリカラ凝茨岩わ工O～20mの軽石質粗粒
　であるが，安楽寺でわ白色細粒及粗粒の凝茨岩及凝茨
　質泥岩の互暦であ孔クリカラ村別所以北でわ泊減す
　る。泥岩上部わ愛でのべる砂山砂層に互層しつ土壌る。
化石：．偶然にしか見出されたい。
　下部より　0〃‘伽γod㎝舳gα王。d㎝，ユ㍉〃r伽πα目p。，
　　　　　〃冊伽α吻jρ㎝伽α。
　中部より　γ棚沁〃榊gdα一舳。
　上部より　M吾m伽柵伽柵舳伽。α一8｛8，丑；王工一肌鮒日p．
　iii藤原砂岩　　厚さ：70m～110m
岩相及分布1安山岩質の中粒～粗粒砂岩で上部わ礫岩と
　なり鯉石がちらぱつている。ノジュールを來み，その
　申に化石が多い。暗青色で風化すると黒縄色となる。
　中、1：部は鰯層が襲達し亜炭をも含む。下部わ御峰泥岩
　と互暦しつ土簗るが，二俣でわこの泥岩が厚くなる。
策　2　號
　東部石黒村でわ安山岩の角礫凝灰岩が堆積し，桑山わ
　火山の岩頭（ネック）であ孔この凝灰岩わパス道路ト
　ソネルの手前でわ一番厚く12mあるが・東えわ酉勝
　寺まで延び，酉えわ藏原1の東の谷までつずく。藏辰砂
　岩わ模式地以外でわトンネル附近，湧谷部落入口，砂
　子谷部落の川の中，能美，山番，二俣と好露出がある。
化石：瞥富で化石床型に堆積している。特に下部，上部
　のノジュールの多い所にわ化石も多い。小野山の報告
　にもくわしく出ている。探葉した化石の中代表酌なも
　のわ，
　　下部　∠舳〃rlリ〃舳ωα帆屯ε榊幽Onoyama（M．S。），
　　　　　γ0－8〃α　舳捌舳S，PθO毒6冊　此皿gα㎜壱蜆帆t鵬，
　　　　　γ舳砒W0｝O岬抑αら■㎜OO舳皿舳ツ0榊ぜ岳，Ze一
　　　　　μo肋リr山丑〃。dα｛Onoy品m乱（Ms・）
　　、L部　〃帆伽舳砂伽伽帆｛舳苫｛亭，〃㎜o脾看母1ψ㎜砒，
　　　　　工．cf．鵬舳皿舳，γ舳〃｛伽舳砒∫榊砒伽例丑，
　　　　　Zεμo肋玖川畑〃。冴αぜ，0〃㈹；丑α∫bれt舳‘4，”c一
　　　　　！舳危αgα洲舳蝸等である。
　iT街静泥岩　　厚さ160～150m
岩相1シルト岩乃至泥岩で，や土凝茨質，全般的に見て，
　下部わ泥質で・．ヒ部にゆくに從い粒が大き・くなり，ノ
　ジユールが入ったり，小磯が多くなったりする。最上
　部は互層しつ上，藏原砂岩となる。新鮮なものわ青織
　色であるが風化すると，荻青色，遠目にわ荻白色であ
　る。模式地以外でわ前述のパス道路の千野より山地え
　入ったあたりより西え好露頭がある。
化石：非常に多く化石床をなし，臓原砂岩と共通種が多
　い。殊に上中部わ∠舳伽rαび舳伽柵｛伽‘48がいたる
　所に饅冨に出ている。代表的なものわ，前遮の幽α一
　dαrαと，下部にわz肌｛舳αα〃舳1e皿1“，中部にわ
　〃μo挑炉α此砒冊伽｛，ApPoHon（目．畠。）目p．W砒舳～α
　帆ψρ㎝｛むα，上部にわ吻“伽e伽㎜ユ｛8，γ舳‘r｛oα棚砒
伽岬栃伽，W砒伽1皿肌物O1伽皿，刀・守i冊｛α（珊ηe尻〃α一
　伽）左αmゐαrα｛，P恥岨”仙苫杉砒㎜oω蝸加，0一物e”砒∫or‘㎜㈱ξ，
　Ti〃r批‘砒α｛9砒r｛d砒帆拓m岳｛8　Id冊　（“工S。），　P殉。苫　｛ω“疋i一
　舳蝸，一8〃㎝王伽8ψoゐ。μα伽αせ等である。
　v土山懐衣質層　　厚さ：100～150m
岩相1横い石英粗面岩質の凝次質の砂岩及泥岩場合によ
　ると，軽石凝荻岩の互暦で，遠目にわ白色乃至灰白色
　であるが，近寄ってみると，有色鑛物が細い縞をなし
　てい孔模式地以外でわ繭光一三軒茶屋街道で砂子坂
　暦灰岩の上に見られる。
化石：仰Oψ舳舳を舳fα’εj砒1“ぜ，州舳王α舳ef，．m㈹r｛・
　伽苫｛苫。
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　窟下部に有孔虫の豊富な暦があって，肋M“s目p．が
　多い。下の暦と不整合現象で接する。
　vi，I文砂子坂層次号　　厚さ：60皿～100m
岩相：暦荻岩と浮石質砂岩及粗粒砂岩の互暦で，全般に
　わたって，軽石質であ払下部の方にはスコリアの入
　っている所がある。暦荻岩は白色，ちみつで硬い。粗
　粒砂岩わ暗黒色で醜悪な色感を持つ。泥岩も暗黒色で
　ある。粗粒砂岩わ時にわ青織色をなしていることもあ
　る。模式地以外でわ幅光一三軒茶屋間の峠及二俣附近
　後述の金澤地彊でわ淺野川流域東市瀬の水門の麟，犀
　川流域でわ覗犀川村相合谷，清瀬等である。
化石：非常に豊富であり，冨山縣八尾附近に出る．ものと
　共通種が多い。ル0切0例αμ舳1皿冊i榊油，丁榊〃～砒
　m｛舳壱8Id肌（“Is．，，z伽〃α汎｛舳峨励6ψ㎝｛α
　虎。た。洲王伽“，o〃“1刑リ月刊j舳枷｛舳伽，醐例伽Mα
　・・ψ舳垂・肌冊｛舳f砒；・舳i・，α肋舳旭αn・日p・N・・1・
　No．2，上伽倣毒α舳ω伽m硯円el，丁榊棚；砒κ洲。s棚田一
　柵｛舳加Id品（Ms。）その他駿多くある。いずれの産地
　でも0p舳～舳αcom一舳α士α伽〃舳側が豊富に出
　る。特に上部に多い。叉哺乳類の足跡Sαフα㎡腕・の亘
　大なものσo仰fπ似伽栃が出る。叉淺野川でわM・
　れ。物μ岬伽皿皿肌｛が著しし・o
　vii目ミE山火山石層　　本調査でわ、十分に明らかに
なっていない。1949年夏，池遇展生，松本隆によってな
された調査で1これに答えるべき十分な資料が得られ・
且野間となっていた下の“岩稻暦”との闘係も明らかに
なったからその製表を期待されたい。
　只ここで言い得一ることわ，この層わ石英粗面岩の熔岩，
凝荻岩，ピッチストーン等の複勝な組合わせであり，海
底火山であったらしいとゆうことである。
　弐に淺野川騎面に移る（但し共通のものわ略す）。
　H　戸室火山岩層厚さ：50m
岩相：黒雲母角閃石安山岩及その凝荻岩，角藤凝荻岩，
　軽石の互暦である。風化すれば小豆色をなしている。
　この暦わ大鎧漂高200111の線を下限として存在レ南
　でわ北袋にまで達ナる。戸室山キゴ山等わそめネック
　である。
　III卯原山層　　厚さ；50！n斗
岩相及分布：粗土，砂，礫の互暦で，時に凝灰岩の薄い
　層がある。粗土わ時に頁岩になって古い衝とまちがう
　ことがある。礫わ，種々の岩質のものがある。織色凝
　茨岩，古期岩石，安山岩，趣石，石英粗面岩及凝灰岩・
　特に石英粗面岩の多い所がある。しかし内要安山岩わ
　ない。下部わよく淘汰されているが，上部わ淘汰が悪
　い。叉最下部，犬桑砂と接する所わ安山岩質の砂と凝
　荻岩がある。分布わ卯辰山から淺川村，北袋，折谷，
　富樫山地等にも達し，はるか下部の風欝王山火山岩
　暦までもOVer1日pしている。
　　　カ　ヤτ化石：茅山より産出したものわ，金澤高師の粗野により
　報告されてい孔三木の鑑定でわハm8Cf・ル㎜α冊m・
　m尼。砂α㎜冊附看，Po物㎝刎m珊砒伽eψ，o舳1oψ初一
　伽例伯〃舳㎜箏である。簡小野山が春日出暦とゆう
　のを分けているが，これを分けるべき何の腿罎もない。
　VI荒層握次号　厚さ：40m土
岩相及分布：下部は1Om程軽石暦で灰白色である。そ
　の上に約10m鯉石を含む粗粒砂岩ど泥岩で黒褐色を
　呈し，その上に約20mスコリ・アの多く入った安山岩
　質疑茨質砂岩が茶褐色の著しい暦をなし且鰯暦を持
　つ。北部のスコリアの暦わ局部的の堆積物で，酒部で
　わ見箇らない。模式地以外でわ犀川村末・金澤市飛地
　平粟に好露頭がある。
化石：z砒功m砒αω舳仰eα犯が見られたのみ。
　VII　朝ケ谷泥岩　　厚さ：160m
岩槻：凝茨質の泥岩で，御峰泥岩と同じような岩相であ
　る。時にわ細粒砂岩或わ硬頁岩のところもある。模式
　地以外でわ・末一両川閨，橋の左岸に，式わ富樫山地
　の新道路魔々に露出している。
化石1〃舳肋舳伽伽㎜｛8，8αg〃伽O舳α似8・励一
　署鵬チ〃舳。伽α舳脇
　VnI七曲蟻次号　　厚さ：25In
岩相及分布：土山凝茨質暦と殆まど製らない。や上泥岩，
　砂岩が少く，軽石が多い。士山と同様に有色鑛物の配
　列による縁があり，石粗面岩質である。模式地以外で
　わ，模式池の甥岸の崖，犀川村覗附近，内川村中戸附
　近に好露頭がある。
化石：なし
　茨にクリカラー石勒麟面にうつる。
　ハ砂山砂層　　暦厚：250～11Om
岩相：黄色の花嵩岩質粗粒砂よりなり，石英粒が極めて
　多い。層理わ明らかでわない。大窪，安楽寺，グリカ
　ラ峠の南大池附近で，高窪泥岩と5～10mの互暦を
　く一りかえす。
　へ　　下1手1一秒ミ音　　　厚手席…1150～1001n
岩槻：凝表質で軽石粒を多くふくむ安山岩質細～粗粒の
　砂岩からなり，じは～ノジュールを來み，叉泥のかた
　まり，絹織石，炭質物を含む。北にゆくに従い，凝荻
　質暗灰色泥岩をはさむようになり、下矢田でわ完全に
　吉倉泥岩に移過する。南のクリカラ村原附近でわ，き
一2・3一
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　わめて凝茨質であり，藪故の輕石質粗粒の白色凝灰岩
　をはさむ。
化石：泌・O舳砒O〃㎜，切舳・｛鰍m・・帆ぬ，伽O壱棚
　αo〃棚舳α1α
　ト吉倉泥岩，チ続観次号　厨厚：190～1OOm
岩相：曙茨色の凝茨質塊状泥岩からなり，暦硬不明瞭で
　あるg風化面わ黄色の粉をぶ㍍叉ノジュールを持つ
　安山岩質砂岩をはさむ。義尾凝茨岩により，上，下部
　にわけられる。上部わ6．Onl一下部わ50～140mで
　ちる。
化石：稀にサガリーテスあるが・英わ殆んどない。
　リ　岩屋溝緑色濃次号　　暦厚　15～20m
岩相：前翅のように，織色凝荻岩，凝次質泥岩及砂岩の一
　亙暦からなる。きわめて硬いから，山の頂線お形づく
　孔天田峠，九折，岩屋罐，千石，犬熊，小熊，種箏
　によく出ている。
化石：かつて小野山が報じた天田峠の　ω㈹尻舳ωoれ
　舳gα1凶仰，ルgo抑α伽fα舳伽αgα4，rl〃r棚αsp・わ
　本暦のものである。更にハα伽肋gα㎜壱α肌砒8，刀舳一
　舳舳a貨．リ舳e伽，P・oμ皿m刎商肌〃〃α｛，刀。一
　〃06α8銚砂0伽ψα㎜α4がある・o
　ヌ　千后泥岩　　暦厚：60～40m
岩相：主として噴茨色乃至黒色泥岩よりなる。遁坪野附
　近にわ典型的な黒色頁岩が出ている。風化面わ往々黄
　色の糧を吹く。天田トyネル，坪野，千石にのみ頚達，
　それより西わ嘉例谷互厨に移過する。
　（誰嘉例谷互暦わ・後の報文で説明㌃る）o
化石：アb脇皿肋㈹05α抑r肌幽
　附，法林寺の化石味について　　西トナミ郡石黒村法
林寺の川床に細粒砂岩及泥岩の暦があり，多くの化石を
含んでいることが小野山や今村外治によって報告されて
い孔との化石産地わ周園を段丘でおおわれ・しかも地
歴や急斜していて他の馳暦との開係が不明である。小野
山わこの化石群が一見犬桑暦のものに似ているが，太平
洋型のものを含み，叉古い型のものを含んでいるとして
“竹ノ橋暦”と大秦暦との移化粥のものとし，静岡縣の
掛川段犬日被（H・）に甥比した。ここからでる化石の主
なものわθ伽mer加。f．り誠伽，R肋肌砂㈱o舳独，
η鮒｛鮒伽舳居α㎜舳｛，伽叩棚正α舳舳刎舳｛岳，蜘一
碗舳㎞r｛帆枇椛眺，石吻！㎝勉ε1舳，柵S鮒｛棚・C｛・δ砒春一
冊棚舳｛8，此伽4舳伽加，ル。αb舳α舳，∠舳伽砒
α伽壱伽ユα，〃㎜0州8舳仇舳，γm朽㎝r肋仰川9伽O岳α，
刀0岳伽伽加ρ㎝伽伽08伽κ，γ舳8妙0μ伽α古，σm－
b㎝4舳“脇αmml，8鮒！e8伽ゴα〃帆伽，珊弼妙伽ψ0・
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切αγ加α4などで大秦暦の化石との共通種も多いが。大秦
暦申の化石床のどこにもこのような化石群わ見られな
い。現在のところこの化石群わ高窪泥岩申に化石床とな
つて含まれているものとするのが最も合理的である。八
尾地方の晋州亜暦群（高窪泥岩に勤比される）申に鐵ケ
所に化石床があるが・それらの中に法林寺との共通種も
相當みられ飢筒化石床についてわ井尻正二の地球科學
第1號に書いたものを讃んで頂きたい。
　　　　　＄．各部層の上下の開係について
　池漫が整合，不整合の考え方，及び定義を先にのべた
ように，教科書的な不整合現象のみで，地質學的に認識
できる時間のgapを論じたり，二暦間の開係わどこえ
いっても，同じであるとゆうことわ出殖ない。さて本地
域で問題に知るのわ弐のつ3つの闘係である。
　刮．大都砂層と卯原山或わ植生宝暦の開係
　南部でわ卯原山風わ砂子板暦灰岩，醤王山火山岩暦ま
でオーバーラップしている事及三候闘暦に参加していな
いことにより，不整合であると断定してもよ㌧・。不整合
現象わ角間でみられる二然し北部クリカラ地域でわ，植
生互暦わ大秦砂層と共に傾き・明らかに，禰曲連動に参
加しており，他の場所でも，時間のgapお示すものわ
何もなく，整合とみなされ飢
　b．高窪泥岩と大秦砂暦
　両者の境にわ1菌常軽石の厚い暦があり，この開係を不
明れうにする。然し今回の調査で，西北部の金澤緩斜帯
地麹により酌出）でわ，第二鯉万暦が非常に厚くなり10
～151nにも達する。そのかわり犬桑の軽石暦わ潤えた
り，式わ瓢々と犬桑の泥岩（このような所でわ犬桑わ泥
質になっている）中に散らばって両者を国別するのにわ
第二軽石履の上限で人爲的に定めなければならない。脈
が竹叉向斜以東でわ不整合現象が現われ境界がはっきり
し，第二軽石暦の薄くなると共に，犬桑の鯉石層が次第
に厚くなる。しかしカソダ丘陵に入ると，匿別しにくム
なる。クリカラでお国別がつきにくいが，更に北の氷見
地域では大桑の廃する氷見暦群と高窪の廃する余川暦群
との間に大きな不整合がみられる。金澤緩斜葡から南え
ゆくと，淺川村田ノ島でわ，大秦砂層が藏原砂岩まで
0v帥1apし，此の附近の犬桑に亜族の存在すること屯
これが原因がわないかと想像される。叉淺時川流域でわ
高窪泥岩が非常にうすく，凝茨岩も一枚もないのわ暦に
著しい敏除があると考えられ飢このようなことを綜合
して，金澤緩斜襯でわ整合であり・整合の東の限界わ竹
叉一二俣向斜（後述する）でそれより東でわしぱらく不
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整合がありそれよりわわずか不整合である。叉南北にゆ　　とゆう複合的な方法により第4風のように鐵比したので
くに従い不整合がある。これは蟹王山海底火山及・宇達　　ある（折込ミ要面参照）。これで見ても分るように大桑砂
山に山麓の堆積した地歴の堆積状況が，相欝山麓の地形　　暦の所謂第三軽石風高窪泥岩中の第一，第二軽石暦わ
に支醜されており，山麓の近くでわ侵蝕が行われると同　　大鎧本調査範国全膿にわたり分布し、クリヵラ凝茨岩わ
時にそれをはなれると．堆積が行われていたのでわないか　　1記min池d　tu丑と甜比されて，商窪の申下部の境界に
と考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　用い得，士山凝灰質暦。と一ヒ曲凝茨質暦とわ同一暦準であ
　c・砂子板暦茨岩と土山或わ一ヒ曲凝荻質暦　　　　　　　り，砂子板暦茨岩の一部わ，淵ヶ谷層荻岩とつながると
　両者とも火山弾暦岩であ飢成る程教科書的な不整合　　考えてよい。更に卯原山暦と植生互暦わその分布献況，
現象わ魔々に見られる。然し徴古生物學的硯究によると　　化石學よりして同暦準で目1潟湖暦及湖沼風であると考え
雨着の間にわ不運績現象わ全然認められまいことからし　　られる。叉任Aカ御峰泥岩，藏原砂岩。旺酬朝ヶ尾泥
で，現在の所，不整合？としておいた方が合理的でわな　　岩，荒尾＝凝茨岩。征Oカ千石泥岩，岩屋瀧凝荻岩，吉倉
かろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泥岩下部，義尾凝灰岩箏の開係わ，旺A）に於ては，砂岩
　　　　ム　各部層の植のつなが川二ついて　　　　　　が泥岩に比べてパ別ω）の場合より1相甥的に厚い。
大要わ池邊がのべている。今・つの鋼と舘の分布これ繍川富雌地域に飾るこの鱗の僻目の全般的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　傾向たる泥岩が，地域，地域によって砂岩に愛化してい航態，及岩相の分断，化石の同定等よりして，最も同時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る一例で，南部でわは）の藏辰砂鰍・西えゆくに從い性をみいだすことの出來るのわ，凝灰岩である。叉現在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下部に泥岩を厚くもった互暦に墜ク，佃）でわ厚い朝ケの地質調査の段階としてわ，一定の凝荻岩の堆積に同時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原泥岩の上に蒸慶凝茨岩が來る。即ち，藏原砂岩の中，性を像走しなければ・十分な地質圖わ作り得ない。この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下部わ瀧時川流域でわ1泥岩となってしまったのである假定のもとに行われた地質調査に矛盾がない場合わ，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う。化石が｛〔I…カで少いのも，そのためでわなかろうか。．の腰定わ，合理性をもつと考えてもよい。さて，三つの相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さて，話を東トナミ郡に飛ばす。とこでわ，八尾亜層群當はなれた地域でわ・もし一定の凝茨岩が全地域にわた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（池邊がのべている〕が泥塔砂岩の互履で非常に厚い。つて連積しておれば，同一層準（hO由⑪エ1）とみなしても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかるに酉一トナミでわ，この亜暦群に屡；するのわ後でも誤りなかろう。しかし本地域のように相舘勤の凝荻岩が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一記すように，砂子板暦茨岩，宮王山火山居である。そし存在するとぎわ，余程用心しなければ前の像定のあやま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て砂子板暦茨岩わ非常に薄い。この違いわ糧底火山と目った適用となり，暦準が狂ってく乱文全地域共1函な現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　される蟹王山火山の噴出とそれが海面、トに現れたためにれ方おしていない時わ，更に困難にな乱たとえ・地域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地歴の堆積がさまたげられ，東トナミに比べれば非常にの相欝はなれたAB二つの凝茨岩のも・つ鍛物が同一であ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　僅かの間のみ・火山麓の海湾に堆積したのである。翔質っても，それわ全ゆる凝茨岩の叱っ一般陛であれば，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査所の大小持わ八尾地方の化石の研究の結果，八尾亜れだけでは同時性は主張し偉い。叉A1Bのみにある特殊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層群の堆積時ナ）マソクロ』ブおい茂った熱機の海てあつ艦があるときも，同時隆わ完全にわ云い得ない。ここに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たと推定しているが，そこまで飛躍するにわ，堆積學士堆積過程の研究の必要が生ずる。今度の調査でわ，そこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に色色の商題があり少し強引す一ぎわしないかと考えられまでわ手が届かなかったから，一懸これまでのように出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。兎に寓暖い海であったことわ肯定出來る。來るだけ凝茨岩を追跡し，その．ヒ下の岩相，化石，更に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以ヒのような考察の後・部暦わ累層にまとめられる。金地域の地質を全般的につかんで・個々を再び見直おす
　　　　　　　　人母一資薪保断面　　　　　　　　　樫時川断面　　　　　クリカラー石部断面
　　　　　植生互暦一植生累暦　卯辰山暦一卯辰小黒暦　樋生互暦一植生累層
　　　　　大秦砂暦一氷見・累暦一犬’桑砂暦一氷見累層一犬桑紗暦
　　　　　　高窪泥岩一重尾累層一高窪泥岩一阿尾累暦一高窪泥岩（砂山砂暦）
　　　　　慧㍑算■L古瀧累暦∫満套㌻吉瀧累暦一一；㌶貫
　　　　　士山凝蝸履」　　＿ヒ曲凝鰯一　　織凝端
　　　　　鷺細套意コー八尾累層一期節意　一千石泥岩
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　この累暦が更に全地域との関連のもとに考察されて，
暦群，（西暦群），累暦群となる。
　　　　　　　5．地質構造
この地域わ，池趨の記したように，㈹石勒籔暦帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第
旺b〕金澤緩斜襯　ω馨王山ノーズ状構造　㈹カ南部
山地ρ四つに分けられるが，更にくわしくして　㈹の
延長として㈹竹叉一二俣向斜を加える（第5圖）。
　㈹石勒鰯腰帯　田川背斜の南翼わ急に傾斜し，時
にわ垂直となる。麟暦群わ橘曲軸にほ・F千行で，この榴
5　　圖）
金麟鰯近 汐
扉
・除
　　　　　タ
看ハ　　　帯
市
　　　　　　崎
曇
金
亭
を
山
　　　　　　　　臼　郊　山　地
曲にともなって出來たもので・一種の衝動を考えられ乱
それぞれの鐡暦わ同一のすべりを示さないで或るものわ
相勤的に東商落，或るものわ西北落，又わ西北側の引き
ずりを示す。西南部にゆくにつれて・次第に鐵暦群わふ
えてゆく・材木川に渦っての西落ち・中尾を東西に走る
北落ちの断層も楢曲に伴うものである。
　㈲　竹叉一二俣向斜　　ωの延長であるが，この剛
わ竹叉附近を南限として消え去り，その一つわ禰曲（向
斜）軸となつて，田島に達する。この向斜わ急な傾きで
（60㌧50一）両翼が向き合う。この櫓曲にともなう二俣の
断磨わ曳、きずりによるもので二本あり，北えわ験りつr
かないが，南でわ一度戸室火山岩暦にかくれるが，曳き
ずられた砂子板衡灰岩が一部小菱池の南に現われ㍍こ
芝
布炉
人手
堵　　　　　　　　紗
　　　　　　　子　　　　　　公
イ　　　　瞥王山扶桃色
向　　　　　砂
履　　　真　　　　　寺
　　　二　　　　　　　　　　　　　　断　　　　　　　　　　　　眉　　倶
　．断
々
昏　凡例
毒　！断層
　　　1向斜
　　　　＞・娩出
　　　1’〆鼻探艇
こに注意すべきことわ，卯原山暦がこの観暦を生じた連
動に参加していないことであり，しかるにクリカラ地域
でわ，卯原山暦と同時のものと考えてよい植生互暦を断
層が切っており，石勒闘暦が竹叉一二俣向斜と關係があ
り，この向斜が二俣翻暦を生じた連動と闘係があると考
えられることから，結局石勒勘暦帯及竹叉一二俣向斜わ
相當長い間の（卯辰山暦堆積前より堆積僕につずく）連
動の複合と考えねばならない。
　㈹　金澤緩斜襯　　主地域西部を占めている三谷村
の丘陵地溝わ，暦が殆んど水平で，傾斜わせいぜいヂ～
1O。である。所が西の沖積原に近ずくと20。～鮒西に
かたむき手背斜構造をなす。叉三谷村高坂より南醐こ走
る緩やかな背斜の軸がある。
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　旺剛欝王山ノーズ状構造　　海底火山と見られる欝
王山の山麓の周園に爾後の地層が堆積し，北え突き出た
ノーズ炊をなしている。東部の平野に面する側でわ，20o
～30。の傾斜てや』急な傾斜で東えかたむき，やがて傾
斜わ北東一北え傾ぎテ色変もゆるくなる。それより多少
の蟻化わあるが走向わ事面で傾斜わ北え1Oつ～20。位で
二俣麟蕾に連れこの構造わ，堆積以後の地殻連動によ
ってできたのでわない。
　㈹〕南部山地　　欝王山火山岩麿以下の調査わ，今後
の課題であり，池趨及松本の火山麿序學的研矧こより構
造も決定されることであるから略す。上の方の暦わ淺野
川犀川を底とした舟底型の大きな向斜をしている。それ
が冨樫山地より，沖積原に近ずくと急に北酉に傾く手背
斜をなしている。内川村に於て，七曲凝灰岩が著しく榴
曲しているが，その上の暦わいさ』かも愛化していない
ことから暦内累常を考えたい。さて・一ヒ曲凝荻岩層に於て
他の如何なる場所でも，このような現象が見當らないし，
叉このあたり一帯わ・比較的緩かた異常健のない構造を
していること等より考えて望月のゆ弓ように・この層内
異常を直ちに，U帥er　th川昌tと結びつけることわ危険
である。むしろ堆積鴬時の海底に於ける地だりと考えた
方がよいのでないか。
　　　　　　　　　偲．む　す　ぴ
　以．止＝，ヲ巨常一に＝慶々と…≡暑いたカ；，｝胞質ミ撃’っ，　あくまで…，
物に印した認識の襲展によって，深く本質まで鐘㌃るよ
うにしなけれぱならない。前述のよ引こ、本’調査欝時，
堆積過程に閲する考察わその必要なのにもかムわらず，
漠然としか，域わ殆んど，野外作業にわ入っていなかっ
たといえる。從って・この報告わ，あくまで，現象論的
段階に止っている。更に本質諭的なことわ，科學殊に勉
學の襲展1にか』っていることを附記する。筒，化石の窪
地及その詳細な種名及徴古生物學的研究わ，紙璽の關係
で省略したが別の機動の頚表にゆずることを諒承された
し’o
　おわりにのぞみ・調査に便宜をあたえられた地方自治
機闘，各小學校の皆さんに深く感謝の意をさ上げるとと
屯に，調査，研究に御懇切な指導を下さつた，糧山家郎
先生に心からのお磯を申し上げる（1949年9月載筆責
任者申川衷三）。
中生代化石植物に關するノート　　　　　（高橋英太郎）
　　東アジアに於ける珊伽ψ脇αの分布
最近大嶺炭田の厚保統り麗口淡醸より珊4冊冊μ物9
を襲昆した。（1）珊伽ηゲ〃伽は南宇球ゴソドプナ大
陸の側O舳が〃加一f1Om　の重要な要素をなし，イ1／
ド，濠洲，タスマニア，ニュージーランド，南阿，南
米より15種知られ，上部三錘紀乃至下部ジュラ紀と
せられる。（2）一方この池にスエーデン南部のレーチッ
ク統並に中懸のB乱mberg，脇ymthのKeuperよ
り8種しられる。（j）との爾群は，スエーデン南部，中
原と南阿とに唯一つ共通なZ　rん。r励。舳脇ヵ；ある
のみで他は全く異っている。
　ひるがへつて東ブジアを見ると案外な時代から之が
産しているのに驚く。
T伽冊刊炊！〃α昌p－　An誌。－Skytio　C乱p　Sohitkow　oi
　　　　　　　　　　　　　　　R㎡畠日ki　I目1and（4）
Z目p．？　　　N㎝三〇　　　犬嶺炭田厚保統
Z目p．？　　　　　　1≡；h乱etic　　　　　T⑪ngkin，
　　　　　　　　（Or　NOriC？）　　　　　　　IndOOhin乱（5）
Z昌p．　　　　L　Cret乱㏄ou冨　朝鮮倭館洛東統（6）
Z　n．昌P．　　　　”　　　　　奮嫡洲，間島省名
　　　　　　　　　　　　　　　頭溝穆稜統（7）
　之箏を見ると殆ど種名が決定されていない。之は恐
らく南半球叉は申，北駁のものに比較したが篇であら
う。全く異る且⑪閉である以上，このz肋冊〃侶肋砒
も全く別個のもので，恐らくは本來のものとは似て非
な屯のであらう。壁に葉形のみで冊伽材‘蝸αと一す
ることに問題がある。
　文　　　献
ω高橋英太郎j。厚保統より　舳伽冊和脳砒一切peの謹
　見（科學．19巻　11號。p．一52α　昭和24年）
（2〕二B．　SムHNI　：　The　Southern＝　Fo寧si1宙1ol・乱　：A
　Study　in　the　pIant　Geδg閉phy　of　the　P疵昌t．
　（Proc．13th．Il〕d乱n　Soiθnoe　CongL　p．229454．
　1926）
｛到　、V．G0TH＾N：　Obe正　die　Gottung　”ゐ伽肌プe胴伽
　腕．（Abh．N・tu㈱」㈱e11．Nむ・五be・g．趾
　XIX．Hi．3．1921）
（4〕A．KR鵬mOFOVICH：ルW伽ゆana皿砒
　舳α舳｛αin］1：鮒tem　Sibeba　with　Summ肌y
　oiR㏄θntC⑪ntrib誠i㎝totheP冊1aeobo胸ny
　of　the　Region。（Amer．Joum．Soi．Vol．V－
　N〇二27．1923）T．Ko＾x＾昌HI：J乱p・Journ・Geo11
　G。・g・．．V・L－XVIII・N・・4・P・158（1942）に
　引用）
（5）A．O．目Ew珊D：Fo日目i1P1肌t目。VoL　II・Pあ41・
　（1910）
／6）立岩巖：慶州，永川，大岡及倭鎗圖幅（朝鮮地質
　圖10掛p．2。昭和4年）。
（刊故川崎緊太郎氏より小生へ残された手記による。
　（T．Ko把AY州HI：Op，oit　p・167　foot－no餉に
　も引用あり）
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